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(2)回答者の属性

4．調査結果の分析
以下では、主要な調査項目の調査結果の分析から、ふるさと学習プログラムに対するニ

ーズについて考察する難。
(l)ふるさと(近江八鐇市)のイメージ(時間軸：現在）
まず､現在の近江八幡市での生活についての住民の意識を確認している。近江八幡市は、

田園地帯が広がる農村地域の島(沖島）・岡山・馬淵・北里・武佐の５小学校区、新興住宅
地が開発され都市化が進む金田・桐原学区の２小学校区、豊臣秀次が八幡山城を築き城下
町として栄えた旧市街地の八幡学区の計８小学校区で構成される。近江八幡市での暮らし
やすさに対する問いについては、近江八幡市は生活しやすく、愛着があると回答した人の
率が高いことが確認できた4)。ふるさとであると考える人の割合も高いことが確認できた
5)。属性別、居住地域別では大きな相違はなかったが、居住年数が「２０年以上j、年代が
「７０歳代以上j、居住地域が「島(沖島)」と『武佐」で率が高い。「生活しやすいｊの中
身について自由記述欄も設けたが、京阪神に近くほどよく都市化され、適度に自然や歴史
があるからという記述が多かった。しかし３７．８％の人が『ふるさととはいえない」と回
答しており、その理由の分析は今後の課題である。
(2)ふるさと(近江八幡市)らしいと感じる要素(時間軸：現在）
市民が近江八幡市らしさをどう理解しているか、どんなことを近江八幡らしいと感じて

いるかという自由記述での設問に対しては、八幡堀や近江商人の町並みに代表される歴史
的遺跡と水郷や琵琶湖に象徴される水自然環境を記述する人が多かった。歴史的要素と水
自然環境に近江八幡らしさを感じる市民が多いようである。
(3)ふるさと(近江八幡市)に関する知識(時間軸：過去および現在）
次に、市民として認識しておくべきふるさとの要素を、市民がどの程度認知しているか
を見ている。まず、近江八幡市教育委員会が市民として当然認識しているだろうと考える
歴史的な場所・史蹟・文化財等を選択肢にあげて、教育委員会の予想と市民の認知度との
ギャップを見ている。結果は概ね予想の範囲内であり、八幡堀や日牟禮八幡宮等の認知度
が高かった。同様に、近江八幡市の民俗(行事）・祭についても市民の認知度は高いことが
わかった。しかし、近江八幡市の民謡・わらぺ唄と昔話の認知度が極めて低く、無形文化
財的な民謡・わらべ唄と昔話がこのままでは伝承されない可能性があるという課題が見つ
かった。近江八幡市の自然や環境の認知度についての問いに対しても、市民の認知度は高
かった。市民の認知度については他にも食文化、伝統工芸・地場産業についても調査した
が、全般的に高く、民謡・わらべ唄と昔話の認知度だけが極めて低い。過去・現在のふる
さとについての認知度は民謡・わらべ唄・昔話以外は高いことが明らかになった。

一８３-

調査期間／回収状況 平成１６年９月２９日～１０月1９日/７５８人(回収率３5.３%)

性別構成比 男性：４３．６％、女性 �Ô

�Ù 56.4％
年代別構成比 ２０代:９.１%、３０代

５０代 �Ù

�Ô

�w

�ƒ 8％、４０代：１７．０％、
19.7％、６０代:２１｡１%、７０代以上:２０．２%

居住年数構成比 ５年未満：７．３％、５年以上１０年未満:４.５%、1０年以上１5年
未満：６．６％、１５年以上２０年未満:６.０%、２０年以上:７５．７%
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8)ふるさと学習方法の実態とニーズ
ふるさと学習の方法では、学習実態では書物を読むなどの個人学習が高く、次いで講演

会等に参加する集合学習、サークル活動等の相互学習の順であるが、学習ニーズは集合学
習が最も高く、次いで個人学習、相互学習の順である。実態とニーズの比較では、集合学
習のニーズが高く、相互学習が実態、ニーズいずれも低いことが明らかになった。
9)文化財や史蹟や自然等への訪問経験と訪問ニーズ
文化財や史蹟や自然等への訪問経験(70.5％)と訪問ニーズ(93.6％)については、高いこ
とが確認できた。
lO)ふるさと学習の経験の有無と地域活動との関連
ふるさと学習を行った人の方が地域活動に積極的に取り組んでおり、活動のニーズも高

いことを確認できた。
ll)ふるさとの未来についての市民の意識の把握
末来の近江八幡市をどんなまちにしたいかということについては、福祉が充実し、安全

で、インフラが整備された暮らしやすいまちにしたいという住民の意識を確認できた。
(2)期待される効果
以上、調査研究結果について考察してきた。上述の調査についての分析結果にもとづい

て総合的なふるさと学習プログラムを開発することにより、それが学習者や行政に下記の
成果をもたらし、まちづくりの活性化や市民主体によるふるさと的要素の次世代への継承
に貢献すると考えている。
1)総合的なふるさと学習プログラムモデルを提供する
市民は歴史・文化だけでなく自然環境にも近江八幡市らしさを感じている。自然環境に

対する学習ニーズも高い。約半数の住民がふるさと学習ニーズを持っていることもあわせ
て考えると、歴史・文化・自然環境の総合的なふるさと学習プログラムへのニーズは高い
と考えられる。市や教育委員会の生涯学習課や環境課、文化振興課等の各部局が、縦割り
行政的に個別に実施している事業を歴史。文化・自然環境の総合的な観点から一つの学習
パッケージとすることができれば、既存事業では充足できない部分を新規事業として組み
合わせることで効率的に総合的な学習プログラムを作ることができる．例えば、過去・現
在を学ぶ事業は既存事業があり、未来へのまちづくり事業は既存事業がない場合は新規事
業で補い、これを組み合わせることで一つの学習プログラムを作ることが考えられる。
2)まちづくりへの参画の促進
市民の現在のふるさとへの愛着やふるさと意識の高さ、住民がふるさとらしいと感じる

要素、これからの未来のふるさとをどうしたいかという市民の意識は確認できた。ふるさ
と学習を行った人の方がまちづくりへの実態・ニーズも高いことも明らかになった。市民
のふるさとへの愛着・意識の高さを市民が願う未来のまちの姿を作る活動へとつなげる学
習プログラムを作れば、学習成果の活用機会を広げながら市民のまちづくりへの参画を促
すことができると考えられる。
3)市民認知度の低い文化の伝承
今回の調査でふるさとの民謡・わらべ唄、昔話の無形文化財的な文化の認知度が極端に

低いことが分かった。放置しておけば次の世代へと伝承されなくなる可能性も高い。民謡
・わらべ唄、昔話等認知度が極めて低いことが明らかになった文化をふるさと学習プログ

-８７-
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